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はじめに 

 

本書は、「エゾシカなど有害鳥獣の枝幸式発酵減量法マニュアル」の一部を抜粋した概

要版として、次の 14項目の内容としました。 
 

皆さまが、この概要版を今後の業務の参考に役立てていただけることを期待いたします。 

 

平成 25年 5月 北海道枝幸町町民課環境生活グループ 
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何かご不明の点がありましたら下記までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

 〒098-5892 北海道枝幸郡枝幸町本町916地 
 枝幸町役場 町民課 環境生活グループ 

  URL:www.town.esashi.hokkaido.jp 

 E-mail:abekatsuyoshi@town.esashi.hokkaido.jp  

 電話 0163-62-1237（内線 135） 
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１ マニュアル作成の目的 
北海道は平成 24 年度から新たにエゾシカ保護管理計画（第 4期）を策定し被害を防止するため駆除
捕獲体制の整備、捕獲個体の有効利用の方策を立てている。しかし、十分な捕獲数にはなっていない。

捕獲数が伸びない背景には狩猟者の減少・高齢化があるとし、ハンターの養成を図りつつシャープシュ

ーティング、わなの利用など捕獲方法についても検討している。 
一方、捕獲個体のすべてを食用やペットフードとして有効利用することは難しく、駆除捕獲現場での

埋設処理もハンターの負担になっている。捕獲個体やその残滓処理および交通事故死骸の適正処理の体

制を整備することもエゾシカ対策の課題の一つである。 
枝幸町においても市街地に出没するまでにエゾシカは数を増しており、住民から被害軽減対策を望む

声が大きかった。駆除捕獲後の死骸は一般廃棄物になるためその適正処理は地方自治体の責任であるが

（マニュアル 2 章を参照）、適正な数になるまでの捕獲という暫定的な処置に対して、新たに恒久的な
高額焼却施設を建設し維持することは大きな財政的負担になる。そこで、焼却に替わる効率的かつ低コ

ストの処理法が必要とされていた。枝幸町では平成 22 年度から取り組んで来た好気性発酵技術を用い
た地域資源の利活用の実証成果を利用し、交通事故死骸、駆除死骸や残滓の好気性発酵処理法を開発す

ることとした。 
好気性発酵は広く行われている堆肥化と同じ技術である。操作が簡便で個人のレベルでも取り組み易

い。しかし、野生動物の死骸を安易に好気性発酵処理することは環境汚染の拡大や病原菌伝播による人

畜への被害をもたらしかねない。有害鳥獣の死骸や残滓の好気性発酵処理を安全に行うためには発酵の

基礎技術と同時に種々の法令の遵守を含む処理法でなければならず、これらの要点を網羅したマニュア

ルが必要である。 
ここののママニニュュアアルルでではは「「堆堆肥肥」」ああるるいいはは「「堆堆肥肥化化」」のの用用語語のの代代わわりりにに「「発発酵酵床床（（種種））」」、、「「好好気気性性発発酵酵」」

をを採採用用ししたた。。発発酵酵分分解解物物をを堆堆肥肥ととししてて農農地地やや居居住住区区内内でで利利用用すするるここととががなないいよよううにに、、ままたた、、生生産産者者がが誤誤

解解かからら自自家家のの堆堆肥肥盤盤でで処処理理すするるここととののなないいよよううににととのの意意図図ででああるる。。  
 
２ 市町村の処理責務 
エゾシカ死骸・残滓の法的な取り扱いは次のとおりである。 

【廃棄物処理法による区分】 
狩猟や有害駆除による死骸・残滓 一般廃棄物 

交通事故で発生した死骸 一般廃棄物 

食肉製造業から排出される残滓 産業廃棄物である「動植物性残さ」 
養鹿業から排出される死骸 産業廃棄物である「動物の死体」 

  狩猟や有害駆除された死骸・残滓、交通事故や自然に発生した死骸は、一般廃棄物として廃棄物処

理法に基づく、処理基準に沿って市町村が適正に処理する必要がある。 
 

３ 好気性発酵のポイント 
廃棄物などの発酵処理には堆肥化のような空気を必要とする好気性発酵と酪農家などの家畜ふん尿

を密閉した容器内でメタン発酵させる嫌気性発酵がある。今回用いた方法は前者の好気性発酵である。

好気性発酵を順調に進めるためには、栄養分、水分、空気の三要素が必要である。家畜ふん尿や生ごみ

などの有機性廃棄物には栄養分と水分は十分に含まれているので問題ない。これらの材料は水分が多す

ぎるのが問題である。したがって空気を十分に供給するために水分調整材によって堆積物に空隙を作る
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必要がある。発酵が進むと堆積物はだんだん減量し高さも低くなって空隙も減少する。したがって空隙

を作り堆積物を均一化するためには複数回の切り返しが必要になる。空気を強制的に供給するために通

風装置を備えた施設もある。ただ今回のエゾシカ死骸の発酵分解処理では、堆積物の大きさにもよるが、

発酵床（種）を水分 55％から 65％程度で初期調整して 60℃程度まで初期発酵させてから、エゾシカ死
骸を投入して 1 週間ごとあるいは 10 日ごとにホィールローダーによる切り返しを行えば十分空気は供
給され発酵は継続する。家畜ふん尿と木質チップなどの混合比をどの程度にすべきかは議論のあるとこ

ろであるが、一般的には混合後の水分が適正になるように混合比を考慮すれば、炭素窒素比（Ｃ/Ｎ比）

はそれほど気にする必要はない。好気性発酵のためにはＣ/Ｎ比は30程度が理想的とされるが、ふん尿
を主とする場合は水分調整の方が重要である。好気性発酵は易分解性物質から分解が始まり、初期には

有機酸を生成して pHを低下させる。生ごみだけの好気性発酵では pHが低下して発酵が停止すること
がある。家畜ふん尿を主とする発酵では有機酸が増加してもふん尿は pH の緩衝能力が高いため、pH
が低下することなく発酵は促進する。したがって家家畜畜ふふんん尿尿とと木木質質チチッッププななどどをを主主材材ととすするる好好気気性性発発酵酵

でではは水水分分調調整整ささええ適適切切にに行行ええばば問問題題なないい。また微生物資材が必要であるかどうかであるが、家家畜畜ふふんん尿尿

ににはは好好気気性性発発酵酵をを促促進進すするる十十分分なな微微生生物物がが含含ままれれてていいるるののでで敢敢ええてて特特殊殊なな微微生生物物をを投投入入すするる必必要要ははなな

いいと考えている。 
 

４ 発酵減量化施設の衛生管理 
ア．管理区域を設定し、施設内には必要のない者を立ち入らせないようにするとともに、施設出入

口付近に関係者以外立ち入らないよう看板その他必要な措置を講ずること。 
イ．施設はキツネ、ヒグマ、猛禽類などの野生動物が侵入しない構造とすること。また、定期的に

点検を実施し、破損等した場合は速やかに補修すること。 
 

５ 死亡個体の受入れ 
搬入された死骸について、他の死骸に比して異常に削痩している場合や、明らかに疾病*が認め
られる場合は受入を行わず、一般廃棄物として適正に処理する。また、異常が認められる個体につ

いては、必要に応じ関係機関（枝幸町の場合は北海道宗谷総合振興局保健環境部環境生活課）に情

報提供する。 *皮膚疾患、口唇・肢間の水疱糜爛等が確認された場合 
 

６ 作業従事者の衛生管理 
ア．搬送、投入など作業中は専用の作業服、マスク、帽子、手袋、ゴーグル及び長靴を着用する。 
イ．作業後はうがい手洗いを励行する。また、日頃より健康管理に留意し、健康状態の異常が認め

られた場合には、速やかに医療機関を受診する。 
ウ．施設内で使用した作業服等は洗浄・消毒を行う。また、作業に使用する作業服等は施設内専用

とし、施設外に持ち出さないようにし、やむを得ず持ち出す場合には事前に洗浄・消毒する。 
エ．作業中に死亡個体の体液、消化管内容物および排泄物には直接触れることのないよう手袋を着

用するなど、またマスクを着用するなどして被毛にも十分に注意すること。万一触れた場合は十

分に洗浄・消毒する。 
オ．発酵床（種）が不調の場合や投入頭数が多くなった場合には発酵床（種）を切り返す際に強い

臭気が発生するので防臭マスクを使用する。 
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７ 搬入車輛等の消毒 
ア．施設の出入り口には消毒設備を設置し、車両の出入りの際には消毒を実施する。 
イ．死亡個体の運搬車両は、運搬ごとに荷台を洗浄、消毒する。 
ウ．施設内で使用する重機等は、施設内専用とし、使用ごとに洗浄する。 
 

８ 外部からの訪問者見学者 
ア．外部からの見学者等に対しては、施設を出る際に靴底及び手指の洗浄・消毒をさせる。 
イ．畜産関係施設への立ち入りの可能性のある者に対しては、施設内専用の長靴等を貸与するか靴

の上から着用するシューズカバーを使用させる等する。 
また、施設内で使用した衣類等は畜産関係施設に持ち込まないようにする等、家畜への伝染性疾

病の伝播防止等に特に留意させる。 
 

９ 発酵減量化施設の立地要件 
ア．人家、飲料水（水源井戸など）、河川及び道路に近接しない場所であって日常人及び家畜が接近

しない場所を選定する。 
イ．降雨、洪水により作業場所から表面水が河川に流入しないように周囲の地形に配慮する。 
ウ．発酵減量化作業は地下浸透を防ぐためコンクリート床、アスファルト床など堅い床の上で行う。 

 
10 発酵床（種）の製造 
 エゾシカ死骸の投入２週間前に家畜ふん尿、木材チップを混合後の水分が約６５％になるように調

整して、ホイールローダーで「しっかり」と混ぜ合わせる。 
混合の際は発酵床（種）に空気が十分含むように注意してバケットを操作し、発酵床（種）を押え

つけたり、乗り上げないようにする。 
夏期では混合後3日目、冬期では5日目には 60℃程度に温度が上昇すれば初期発酵は成功であり、

引き続き堆積発酵させ、概ね 2週間後に切り返し作業による反転を行い、発酵床（種）の製造は完了
する。初期に温度上昇が見られない原因のほとんどは、発酵床（種）から「れき汁」の発生が見られ

るなど、水分過多にある。その場合は木材チップを追加して再度混ぜ合わせ作業を行い、水分率を低

く調整する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発酵床（種）の製造工程 
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発酵床（種）の製造例（乳牛ふん尿10ｔの場合）  
 
 
 
 
 
 
 
11 処理方式 
  ア．エゾシカ死骸を1頭のまま（腹部を開腹または穴を開ける。ただし、腹部に弾の貫通痕や傷が
ある場合は必要ない。）、発酵床（種）に投入して、死骸を覆い静置する。 

  イ．切り返し作業は、夏期1週間後、冬期 1週間～10日後に 1度行う。 
  ウ．表面に出た「骨、ひづめ、毛、角」を取り除き、一般廃棄物として埋立又は焼却処分する。 

注注））すすべべててのの発発酵酵処処理理物物はは一一般般廃廃棄棄物物ととししてて適適正正にに処処分分しし、、堆堆肥肥ととししててのの利利用用はは絶絶対対にに避避けけるる。。  
  
  

12 必要なスペースと発酵床（種）量 
  ア．D型ハウス 1棟当たり 
  最大約 36頭／2週間（下図参照）。 
イ．発酵床（種）量 
 60.75㎥（4.5ｍ×7.5ｍ×1.8ｍ）。 
ウ．牧草ロール：26～28個程度。 

   限限らられれたたススペペーーススでで有有効効にに機機能能ささせせるるににはは、、

実実際際のの作作業業をを積積みみ重重ねねてて作作業業手手順順をを作作るる必必

要要ががああるる。。  
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

※材料の水分率及び嵩比重は経験に基づく想定値．また、バケット数はホイールローダーを使用した
場合の参考． 

D型ハウス（97.2㎡／1棟） 

D型ハウス内の模式平面図 D型ハウス内の模式立面図 
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【枝幸町有害鳥獣等減量化処理施設平面図】 
 

エ．堆肥盤 
用途：発酵床（種）の製造と調整。 
 ・床は奥側に傾斜を付け、汚水流出を防止した。 
 ・野生動物が入り込まないようコンクリート壁お

よび入口にゲートを設置した。 
 ・大雨予想時には発酵床（種）の流出防止のため

シートで覆う。 
 
13 発酵床（種）の調整と管理 

  発酵床（種）は繰り返し使用できるが、状態によっ

ては調整と更新が必要となり、厳冬期の発酵床（種）

の管理には特に注意が必要である（マニュアル 3 章 5 参照）。繰り返しの使用によって、細かい分解

物が徐々に増え「もどし資材」として使用が出来ない継続使用済みの発酵床（種）については環境か

ら隔離して一般廃棄物として適正に処分することとしている。 

 

14 枝幸町有害鳥獣等減量化処理施設の概要 
【施設概要】 
・敷地面積：3,936㎡。 
・Ｄ型ハウス 2棟      460万円（1棟あたり 230万円×2） 
・堆肥盤 Ａ＝108㎡    450万円 
・フェンス Ｌ=256ｍ   335万円 
・ゲート 5ｍ×2箇所    73万円 
・防護盛土 Ｌ=200ｍ   130万円 
・敷地整地       10万円 

【整備事業費】 
 総額14,580,300円 
  ・地域づくり総合交付金 3,500,000円 
  ・特別交付税算入額   8,143,040円 

 

フェンス 

土塁 

堆肥盤の全景 
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